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岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科 創薬専攻 平島一輝 特任助教、赤尾幸博 特任教授らの研究グルー

プは、シーシーアイなどとの共同研究で、天ぷらなどの和食に使われる日本原産植物フキノトウに多く含ま

れるペタシンが、がんの増殖と転移を強く抑制することを発見しました。また、ペタシンはがん細胞の特異

的なエネルギー代謝を阻害することで、正常組織への副作用を抑えつつ効果的に抗がん効果を発揮すること

を明らかにしました。本化合物を起点として一群の副作用の低い革新的な抗がん・転移阻害薬の開発が期待

されます。 

本研究成果は、2021 年 9 月 2 日（木）2 時（日本時間）に The Journal of Clinical Investigation 誌

のオンライン版で発表されます。 

 

【発表のポイント】 

 活発に増殖・転移するがん細胞は、正常細胞と比べてより多くのエネルギー（ATP）や細胞の構成要素（核

酸とタンパク）を合成する必要があるため、大量のグルコースやグルタミンなどの栄養素を取り込み代謝

します（図 1A）。 

 この代謝反応はミトコンドリアの呼吸鎖複合体 I1）（ETCC1）に支えられているので、ETCC1 阻害によ

って効率的にがんの増殖と転移を抑制できると考えられています。しかし、既存の ETCC1 阻害剤は活

性が弱いか毒性が強く治療に応用できない状態でした。 

 今回の研究では、日本原産植物のフキノトウ（Petasites japonicus）に多く含まれるペタシンが、既存

の化合物の 1700 倍以上高い活性で ETCC1 を阻害することを発見しました。 

 ペタシンはがんに特徴的なエネルギー代謝を阻害することで、正常組織にほとんど副作用を示さずにがん

の増殖と転移を阻害しました（図 1B）。また、乳がん、胃がん、大腸がん、膵臓がん、膀胱がん、前立腺

がん、悪性黒色腫、肉腫、白血病など幅広い種類のがん細胞に対して非常に強い抗がん活性を示しました。 

 ペタシンは、がんのエネルギー代謝を標的とする新しい抗がん・転移阻害薬として有望と考えられます。 
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【研究背景】 

 がん細胞は正常細胞と比べて活発にグルコースやグルタミンなどの栄

養素を取り込み、がんの増殖や転移に必要な核酸とタンパク、エネルギー

を効率的に合成することが知られています（図 1A）。がん細胞では正常細

胞と比べて、解糖系 2）から分岐するペントースリン酸回路（PPP）・ヘキ

ソサミン経路（HBP）によるグルコース代謝や、TCA 回路を用いたグル

タミン代謝が特に亢進しています。これらの代謝を効率的に進めるために

は、ミトコンドリアの電子伝達系とその最初の反応をつかさどる呼吸鎖複

合体 I（ETCC1）から供給される ATP と補酵素 NAD が必要です。そこ

で、ETCC1 の阻害によってがんの増殖と転移を効果的に抑制できると考

えられていますが、これまでに報告されている化合物のほとんどは活性が

弱いか毒性が強く、がん治療に応用することができませんでした。そのた

め、高い効果と安全性を兼ね備えた新しい ETCC1 阻害剤の開発に大きな

関心が寄せられています。 

 

【研究成果】 

 平島一輝 特任助教、赤尾幸博 特任教授らは独自の植物抽出物ライブラ

リー3)を作成し調査した結果、日本原産植物のフキノトウに多く含まれる

ペタシンが、がん細胞の増殖と転移を極めて強く抑制することを発見しま

した。ペタシンは従来型の阻害剤（メトホルミンやフェンホルミン）とは

全く異なる化学構造を持ち、1700倍以上高いETCC1阻害活性と3800

倍以上高い抗がん活性を持つことを明らかにしました（図 1）。また、ペタ

シンは乳がん、胃がん、大腸がん、膵臓がん、膀胱がん、前立腺がん、悪

性黒色腫、肉腫、白血病など幅広い種類のがん細胞に対して非常に強い増

殖抑制効果を示すことがわかりました（図 2）。さらにペタシンで処理され

たがん細胞は増殖のみならず、浸潤・転移活性が大

幅に低下することも突き止めました。 

 

 エネルギー代謝への影響を調べたところ、ペタ

シンは ETCC1 を阻害してがん細胞の ATP・

NAD 合成のバランスを崩し、がん細胞が依存する

PPP や HBP、TCA 回路を重度に阻害して非常に

強い抗がん効果を示していることがわかりまし

た。さらに、がんの増殖と転移を促進する RAS、 

Akt、 ERK、 EGFR、 ABL、 c-Myc、 STAT3、 

NRP1、 ITGA5 といった数多くのがん遺伝子群

の発現が、ペタシン処理によって著しく低下する

ことがわかりました。このようながんの増殖・転移

抑制効果は複数のマウスモデルを使用した動物実験でも明らかでした（図 3、4）。このような顕著な抗がん効

果にもかかわらず、ペタシンは明らかな副作用を示しませんでした。以上より、ペタシンは安全かつ高活性な

新しいタイプの抗がん・転移阻害薬として有望であると考えられます。 

 

 



 

【今後の展開】 

 本研究で同定したペタシンは強い抗がん効果と安全性を兼ね備えたユニークな化合物であり、これまでに知

られている阻害剤とも全く異なる化学構造を有しています。ペタシンは人工的に大量合成できるため、ペタシ

ンを基礎とした新しい抗がん・転移阻害薬の開発が期待されます。また、安全性が比較的高いことから、ペタ

シンおよびペタシンを含む植物抽出物はがん予防への応用も考えられます。 
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【用語解説】 

1） 呼吸鎖複合体 I：ミトコンドリア内膜において、様々な代謝反応に用いられる NAD を生成する酸化還元

酵素。 

2） 解糖系：グルコース（ブドウ糖）を分解し、そのエネルギーを生物が使いやすい形に変換する代謝経路。 

3） 植物抽出物ライブラリー：薬効をもつ可能性がある植物の抽出物を系統的に集めたもの。 
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【本件に関する問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科 特任教授 赤尾 幸博 
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※報道発表内容について、説明会を開く予定です。説明会への参加を希望する場合は上記の 

連絡先までご連絡ください。日程などの詳細な情報は追ってご連絡いたします。 


